
in やまゆり館

願
い
ご
と

叶
い
ま
す
よ
う
に

7月2日、やまゆり館で「七夕まつり」が行われ、131組274人の親子が参加しました。

笹には、 手作りの飾りのほか、 ｢ ことしの夏も楽しい思い出がいっぱいできますように

｣｢家族がいつまでもいっしょにいられますように ｣「やさしいイケメンになれますように」

など思い思いの願い事が書かれた短冊が結びつけられていました。

会場では、 しゃぼん玉やヨーヨー釣りを楽しんだり、 わたあめやかき氷を食べたり、

パントマイム＆風船パフォーマンスを楽しんだりと、みんな笑顔で過ごした一日でした。
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 8月3日🈷 までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。
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茨
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岩
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あ
り
、
隣
接

し
て
高
倉
廃
寺
と
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瓦
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。
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